
The Society for the Study of the Origin and Evolution of Life JAPAN (SSOEL)

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　the 　Study 　of 　the 　Orlgln 　and 　Evolutlon 　of 　Llfe 　JAPAN 　（SSOEL ｝

14 　　Poly−glycine　binding　RNA の

　　RNA ワ
ー

ル ドにおける役割
Role　of　poly−glycine　binding　RNA 　in　RNA 　world

小 寺彰吾
1

、 田 村浩二
1・2

（
1
東京理科大学 、

2
科学技術振興機構 さきがけ

　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　　　 Shogo　Kodera 　i　and 　Koji　Tamura 　i　’2

　　　　　 （
1Tbkyo

　University　of　Science
，

2PRESTO
，
　JS丁）

現在 の 生 命形 態 は 「DNA → RNA → タン パ ク質」とい うセ ン トラル ドグマ に 基づ い てい る 。 で は

原始 地球 上 に おけ る生 命形態 は どの ようなもの だ っ たの だろうか ？ こ の 疑問に対して 今まで

様々 な仮説が提唱されて きた 。 そして 、Cech や Al七man らの リボザイム の 発見を契機 として 、
一

つ の 原始的な生命 形態に関する仮説が Gilbertに よっ て提唱された 。 それが RNA の み で成り

立つ 「RNA ワ
ー

ル ド」仮 説である 。 これ以 後 、原始 地球の 歴史上 におい て、現在の 生命形 態以

前に 、
「RNA ワ

ー
ル ド」と呼 ばれる生命形態が存在して い たの だとい う考えが生命進 化におけ

る大きな潮流とな っ た。

しかし、この 仮説に は克服すべ き大きな問題点がある。 それは RNA 自体が とても不安定な物

質であるとい うこ とである 。 過酷な原始地球 の 環境で 、 RNA が単体で存在できたのか という問

題 は 、
「RNA ワ

ー
ル ド」の 存在の 可能性を議論する上 で 、 避けて は通 れない 点で ある 。

我 々 は 、こ の 悶題 に 「RNA と原始ペ プチ ドの 相 互 作 用」とい う観点 か ら取 り組ん で い る。 原始

地球上 には Glycineなどの簡単なアミノ酸 が多く存在 した可 能性 が高く、さらに、現在 の RNA 結

合性を持つ タンパ ク質 の 中に は、N 末端側 に Glycineを多く含む配列を持つ ものが存在するこ

とが 明らか になっ て い る 。 従っ て 、 原始地球上 で Glycineか らなるペ プチ ド（Poiy　Glycine）と相互

作 用することに よっ て 、RNA の 安 定性 が 獲 得され て きた可能性 が考えられ る 。 こうした P ・ly

Glycineと RNA との 相互 作用 を基 に して RNA ワ
ール ドが成熟 し、や がて は遺伝暗号 の 誕生 に

つ なが っ たの で は ない か と考えて い る 。 この ような可 能性を実験的に検証するため に 、 まず 、

ラン ダム な配列 を有する RNA か ら in　vitro 　se ／ection 法を用 い て P 。ly　Glycineに結 合する RNA

アプタマ
ーを選択した 。 そして 、それらの RNA アプタマ ーの塩 基配 列を明 らか にし、比較を行う

ことに よっ て P 。ly　GlyGine　binding　RNA 学寺有 の 配 列の 存在形 態に 関して 考察して い る 。 さらに 、

選 択した Poly　G ［ycine　binding　RNA と Poly　Glycineの 相互 作用 状態を熱安定性や 分子 構造 の

観 点から解析 してい る。
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